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金沢大学環境基本計画（2018. 4 . 1 ～）

基本方針 目　　的 行　　動　　目　　標

1 �　環境に関する先進的教
育を継続的に推進し、持
続可能な社会の構築に貢
献する「金沢大学ブランド
人材」の育成に努めます。

環境教育の推進 ・�環境問題に関する見識を備えた人材を育成するため、環境ESDを推進
する。

環境に関する社会教育の推進 ・�初等中等教育等における環境ESDを支援する。

環境に関する地域社会貢献活
動の推進

・�持続可能な社会の礎となる先駆的人材を養成するために、角間キャン
パス内の里山ゾーンを利用した先進的かつ独創的な教育・研究と地域
連携を推進する。

2 �　環境技術、環境計測、
環境政策、環境医科学、
生物多様性など、幅広い
分野において世界的な視
野に立ちながら地域の特
性を生かした環境に関す
る研究を推進します。

研究域の特徴を生かした環境
に関する研究の推進

・�地域から地球規模までの各段階において、人間社会システムと環境と
の相互関連性に関する記録・研究を推進する。

・�再生可能エネルギーや、バイオマス、廃棄物や廃棄エネルギーを基と
した、持続可能エネルギーを指向した研究を推進する。

・�環境由来の物質や微生物、地球温暖化、食環境の変化などがヒトの健
康に及ぼす影響の解析・研究を推進する。

地域の特徴を生かした環境に
関する研究の推進

・�環日本海域を含む東アジアの環境汚染や変動がヒトの健康や生物多様
性に及ぼす影響の解析と保全に関する研究を推進する。

・�能登半島を中心とした総合的・多角的な研究を推進し、特色ある研究
拠点を形成する。

3 �　本学の活動が環境に
及ぼす影響を調査・解析
するとともに、環境負荷
の低減のため、資源・エ
ネルギーの使用量削減、
GHG（温室効果ガス）の削
減に積極的に取り組みま
す。

資源・エネルギー使用量の削
減

・�電気等の資源・エネルギーの使用状況の把握及び消費量削減の方策に
取り組む。

・�節電等の省エネルギーに関する啓発活動を行う。
・�グリーン購入を推進する。
・�省エネや省資源に対応した機器の導入等に努める。

温室効果ガスの排出量の削減 ・�通勤通学時におけるエネルギー消費についての現状把握と改善に取り
組む。

・�公共交通機関の利用促進及びカーシェアリング等の導入により環境負
荷の低減に努める。

自然環境の保全管理 ・�キャンパス内の山林の保全管理等、自然環境の保全管理活動を行う。

4� 　化学物質の安全かつ適
正な管理、廃棄物の適正
処理と再利用・再資源化
により、環境負荷の低減
に努めます。

化学物質の安全かつ適正な管
理

・�化学物質管理システムの運用を徹底する。
・�化学物質に関する講習会や化学物質管理状況の現地調査を行い、適正
な管理に努める。

廃棄物の適正処理と再利用・
再資源化の推進

・�廃棄物の排出状況の把握に努める。
・�分別回収を徹底し、リサイクル活動を推進する。
・�廃棄物の適正処理を行い、再資源化に努める。

5� 　環境に関わる知的成果
を含むあらゆる情報を社
会に還元・公開し、環境
問題に対する啓発に努め
ます。

環境に関わる情報の社会への
還元・公開

・�教職員・学生相互の環境コミュニケーションを推進し、学内における環
境活動の普及に努める。

・�環境に関する情報をWebサイト等を通じて、積極的に公開する。
・�地域とのコミュニケーションに努める。
・�環境報告書を作成し、公開する。

環境問題に対する啓発 ・�環境に関する講演会、ポスター及びWebサイト等を通じて、環境問題
に対する啓発を行う。

・�環境への取り組みと課題を全構成員に周知し、実行する。

6� 　本学が実施するあらゆ
る活動において、環境に
関する法規・規制・協定
等を遵守するとともに、
本学の全ての構成員が協
力し、「継続可能な開発目
標（SDGs）を達成すべく継
続的な環境マネジメント
システムを実施します。

法令・学内規程等の遵守 ・�法令、規程等を周知徹底し、それらを遵守する。

全ての構成員の協力と総合的
マネジメントシステムの運用

・�教職員、学生をはじめとする大学に関係する全ての構成員が協力し、
環境活動を行う。

・�学生主体の環境活動を支援する。
・�環境マネジメントシステムを継続的に運用していく。

・なお、具体的な実施計画について、各地区で行動計画をたてて実施します。
・環境方針は、金沢大学のすべての教職員・学生及び関係者に周知するとともに、一般の方にも開示します。


